
用例翻訳のための同義表現同定
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� はじめに

用例翻訳は、パラレルコーパスに基づく翻訳方式
の一つである。与えられた入力文に類似した原言語
の文をコーパスから収集し、それらと対をなす目的
言語の文を基に出力文を生成する ���。
コーパス中の各原言語文が入力文と類似か否かを
判定する �文間の類似度計算は、用例翻訳にとって
重要である。非類似文を �類似�と判定すると誤訳
を生じる可能性が高くなり、逆に類似文を �非類似�
と判定すると翻訳可能な入力文 �カバレッジ�が小さ
くなる。
本論文では、パラレルコーパスから同義表現を獲
得し、それらを用例翻訳における類似度計算に利用
する方法について述べる。類似度計算において �文
間に存在する同義表現を同定することで類似文の範
囲を拡大し、カバレッジを拡大することができる。
獲得する同義表現は、語彙的差異を対象としている
ことと局所的文脈情報を含んでいるという特徴があ
る。また、同義表現の同義性は目的言語の性質を反
映しており、この性質も翻訳のための類似度計算に
有効となっている。

� 同義表現の獲得とその特徴

同義表現は、パラレルコーパスを学習データとし
て自動獲得される ���。まず、同一の目的言語文を持
つという条件で原言語文の集合を形成する。同一の
目的言語文を持つ原言語文は基本的に等しい意味を
持つとすると、この原言語文集合は同義文集合とな
る。次に、同義文集合から同義文対を取り出し、語
を単位として	
マッチングを適用する。語彙的な
差異のみを持つような同義文対を抽出するため、 �
語を越える差異を持つ同義文対は除外する。さらに、
	
マッチングにより検出された差異ならびに差異
の前後の語を併せて取り出すことで、同義表現が獲
得される。
この方法により、語彙的、局所的な同義表現が獲
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図 �� 獲得した同義表現

得される。また、同義表現に差異の前後の語を含め
ることで、同義性が成り立つ文脈の制約が付加され
る。獲得した同義表現集合の例を、図 �に示す。 �で
す�、 �のです�、 �でしょう�という語は単独では同
義表現とはいえないが、 ��に示すように前後の語
を制約することにより適切な同義表現となっている。
加えて、この同義表現は訳文が一致することを同
義性の根拠としているため、対訳的観点において同
義な表現をその中に含んでいる。用例翻訳に適用す
る場合には、この性質が有効となる。例えば同義表
現集合 ��
��は、原言語だけの観点では同義表現と
は言いにくいが、目的言語への対訳という観点では
同義表現としてもかまわない。例えば、英語では �切
符�と �チケット�は共に ��������と訳されるため、
日英翻訳においては ��のように両者を同一視して
もよい。また、日本語の会話文では目的語は省略さ
れることが多いため、 ��のように �����と �����
を同一視してもかまわない。

� 用例翻訳への適用

本手法を組み込んだ用例翻訳の構成を図 �に示す。
用例翻訳が備えるバイリンガルコーパスから同義表
現を獲得し、それらを文間類似度計算部分に組み込
む。入力文が与えられると、コーパス中の原言語文
との間で類似度計算を行う。その際に、 �文間に存
在する同義表現は同一視される。類似とされる原言
語文と対をなす目的言語文を取り出し、それらから
出力文を生成する。
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図 �� 同義表現同定処理を導入した用例翻訳

� 評価実験

本手法の効果を見るために、同義表現同定処理を
行うシステム ��同定あり��と行わないシステム ��同
定なし��の �つを比較した。 �同定なし�では、 ���
���マッチにより入力文と類似か否かを決定した。
�同定あり�では、同義表現を同一視した上で �����
マッチを行い、類似か否かを決定した。どちらのシ
ステムも、類似文の対訳文そのものを出力文とした。
�入力文に対して出力文が複数ある場合は、すべて
の出力文を評価した。
実験には、日本語と英語からなる旅行会話を対象
としたバイリンガルコーパスを用いた ���。学習デー
タ約 ��万文と評価データ約 �千文を取り出し、学
習データから同義表現を獲得した。学習データは用
例翻訳のコーパスとしても使用し、評価データの翻
訳を行った。日本語から英語 �日英�とその逆方向 �英
日�の �方向の翻訳について評価した。
評価のポイントは、翻訳可能な入力文数と翻訳精
度の �つである。同義表現同定により翻訳可能な入
力文数がどの程度拡大するか、また拡大した類似文
により得られる翻訳の精度を実験で評価した。

��� 翻訳可能な入力文
翻訳可能な文を、少なくとも �文の類似文が検索
された文と定義した。評価データを与えて得られた
翻訳可能な文を図 �に示す。日英、英日とも、カバ
レッジは ��弱拡大することができた。

��� 翻訳精度
得られた出力文の一部を、目的言語のネイティブ
スピーカにより評価した。 �同定あり�では、同義文
同定処理により新たに獲得された訳文を評価対象と
した。訳文として概ね正しければ �正訳�とした。
図 �に示した実験結果より、 �同定あり�と �同定な
し�ではほとんど翻訳精度に違いは見られない。

� まとめ

本論文では、コーパスから同義表現を獲得し、そ
れらを文間の類似度計算に利用して類似文の検索を

表 �� 翻訳可能な入力文数

翻訳 同定なし 同定あり 拡大率
日英 �
��� �
 �� !"��
英日 �
� # �
�� !"!�

表 �� 翻訳精度

同定なし 同定あり
総文数 �
##� �!�

日英 正訳文 �
��# ���
精度 ��"�� ��"!�

総文数 �
! # �
�##
英日 正訳文 �
!�! �
���

精度 ��"!� ��"!�

拡大する方法について述べた。獲得する同義表現は
その同義性に目的言語の性質を反映しているため、
用例翻訳に適したものとなっている。
本手法を用例翻訳に適用すると、翻訳精度を低下
させることなくカバレッジを拡大できることが実験
により示すことができた。さらに、この効果は日英、
英日の双方向の翻訳に対して確認することができた。
用例翻訳でよりよい翻訳を行うためには充分な用
例を含んだ稠密なコーパスが求められるが、そのよ
うなコーパスを用意することは容易ではない。本手
法はコーパスの語彙的な稠密度を補う技術として有
効であるといえる。
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